










































海からちょっと内陸部へと目を

やりますと、人口では州で 2番
目となるラティーナの街があり

ます。ムッソリーニが計画し作

らせたこの街は8角形をしてい

て、ポポロ広場から広がる道路

は全て真つ直ぐに延びていま

す。再び海沿いに戻って南へ
と向かうと、海岸線上を約 20
キロにわたって延びている国立

チルチェオ 自然公園がありま
す。こちらの保護区の中には

いくつかの塩水湖やチルチエ

オ岬、ザンノーネ島、そして

( 1世紀頃のローマ皇帝) ド

ミティアヌスの別荘を始めと

する考古学上の遺跡などがあり

ます。遊覧船による海岸線散策も可

能で、有名な魔女キルケ (チルチエ)のものを含む無数の洞窟を見る事ができます。

チルチェオを出発してテッラチーナへとやって参りますと、サンタンジエロ山の頂上に、

紀元前 1世紀に建てられた大きな神殿の遺跡があります。言い伝えでは、これは赤子のゼ
ウス神を杷った神殿となっています。そして街は 12世紀の大聖堂を始め、中世の名残が
そこここに。そして近郊にはアッビア旧街道の跡もあります。
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t 士、 キルケとは、ギリシ主

!Uii ¥ ャ神話に登場する
{ rγ !魔女で、太陽神へ
"-.._oノ リオスの娘。ホメ

ロス作 『オデユツ
セイア』ではオデュッセウスに

恋し、彼を旅立たせない為に彼

の仲間達を豚に変えてしまいま

したが、彼のたっての願いに

よって元の人間の姿に戻しま

した。オデュッセウスとの聞

に、後にフラスカーティとパ

レストリーナの2つの街を建設
した、テレゴノスという息子を

もうけたとされています。 .

: !"ifも¥ アッピア街道は紀元前 31 2年にローマとカプアを結ぶため、監察官 i
:( r(I l アッピウス・クラウディウス・カエクスの希望で建設されました。街 i

道としては最古のもので、 『街道の女王』とも呼ばれていました。 i 

やがてアウソーニ山脈とアウルンチ山脈が見えてくると、ラツィオ州の最南端もも

う真近です。どこもまでも青い海を擁するこの地は古代ローマ時代からのリゾート

地で、中世には城塞なども築かれました。そ してなんと言っても特徴的な風光明娼

さを誇っているのがスペルロンガでしょう 。遠目には海に突き出た高い岬の上に白

い家が立ち並んでいる、 絵葉書にもってこ いの景観。そしてラツィオ州の海岸沿い

にある歴代ローマ皇帝の居住地跡としては最大の、天然の洞窟を取り込んで作られ

た第 2代皇帝ティベ リウスの別荘跡が有名です。
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浴場施設に加えて、プールも備えた皇帝用食堂の間などがあり、逗留地として理想的だ
ったようです。また洞窟内にあるかつて魚を飼育していた養魚場も見学可能。さらに洞
窟内で見つかった紀元前 1世紀頃の貴重な彫刻のある、国立考古学博物館も一見の価値
ありです。

: ~二\ 木の匠:スペルロンガではいまだに、テーブルや家具や小さなオブジ i
: ( 戸甑J，ェの装飾に使われる寄木細工や木製モザイクなど、様々な手作り品を i
~ \(Øノ 扱った商目見かける事ができます。 : 

ガエータ はかつて(ヴェネツ
ィアのような)海洋共和国で
した。岬の上に建っているト
レードマークの城までは、古
い絵画のような中世の街並を
縫って細い道を進んで行きま
す。城の前の海はWWFによって
海洋保護区に指定されている
ので、漁も一般航海も禁止さ
れています。海底は岩礁とな
っていて海洋植物が豊富で、
特殊な船を利用すると澄んだ
水を通してポセイドニア (海
藻の一種)や海底生物などが
見られます。

ガエータ湾は岬の先から始まり、 11世紀のサン・ピエトロ司教座大聖堂や中世の
歴史的中心地区のある、反対側の ミントウルノ の街まで続きます。この街にも考古
学的地区があり、壁に固まれた古代の市街には神殿やポーチ、浴場や劇場などが残
っています。またガリリアーノ川に沿っては河川港の遺跡、かつての居住地の反対
側には壮大な水道橋の名残も見る事ができます。

ガヱータのオリーヴ:伝統的な製法にのっとって作られるこの葡萄酒

方 jのような紫色のイトウラーナ品種のオリーヴは、特にグルメ達に愛さ
れています。通常商庖などでは(塩)漬け汁と共に売られていますが、
もし乾燥した状態で売っていたら、唐辛子とオレンジかレモンの皮を
入れたエキス トラヴァージン・オリーヴオイ ルに浸けると大変美味しく

なります。ウサギ肉などの肉料理やバカラの付け合わせとして最適です。.....................................11.11..11.....11.......11.......................................・
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モンテ・サン・ピアー
ジョのソーセージ :テ
ッラチーナとスペル口
ンガの聞のご当地名産

品は、指身の少ない (25%以下)
豚肉を手で切り取り、唐辛子と胡槻、
モスカート・ディ・テッラチJナ(ワ
イン)にコ リアンドロで昧付けし
ます。特に当地のコリアンド
口が、ソーセージに独特の香
りを持たせています。

.. 

-写................................・・・・・・・0
海岸沿いをラツィオ州の最南端まで
やって来たわけですが、内陸部を通
って来る場合でも魅力的な土地は豊
富にあ ります。例えばコーリの街は
紀元前5世紀の巨大な石の市壁に、
古代ローマの神殿があり、中世やル
ネッサンス時代の教会まで揃ってい
るというヴァラエティーさ。また近
くのノルマへはレピ一二山の斜面に
沿った道を通るのですが、山の名の
由来がオオカミ(ルーピ)が群れを
なしていた事からだそうです。さて
一息つくのなら ニンファの街のオア
シスが宜しいかも知れません。天然
の湧き水が豊富な当地は、自然の精霊
などが住む魔法の土地として、古代ロ
ーマ時代より知られてきました。現在

大庭園に取り固まれるようにして存在す
るこの街は、世界でも類を見ないオアシ
スと言えるかも知れません。
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もう少々南へ行くと、天気が良ければポ
ンティーネ諸島も見張らせるカエターニ
城のあるセルモネータです。この城はチ
エーザレ・ボルジアによって現在の形に
改装されたのですが、その為になんと近
くにあった小さな教会を含む街の一部を
取り壊してしまいました。
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高さ 42mの天守と地下の(かつ
ての)牢獄は一見の価値ありで、
この要塞はローマの聖天使城に次
いでおそらくラツィオで 2番目の
規模と言えるでしょう。セルモネ
ータの近くにあるヴァルヴィショ
ロ大修道院は、この地に生息する
野生のサクランボウ(ヴィショー
レ)の名に由来していて、かつて
のテンプル騎士団の基地だったと
考えられています。またもう一つ
の大修道院フオツサノーヴァも近
くにあります。

ポンティーノ諸島
もともとは火山だったこれらの小さな島々は、古代よりその美しさによって、当初は権
力を持った部族、やがてはローマ皇帝達から、絶好のリゾート地として考えられてきま
した。
一番大きくて人の住んでいるのがポンツァ島で、例えばローマ時代に掘られたトンネルを

抜けて行くキアイア ・ディ・ルー
ナなどの砂浜が有名です。また
ローマ人達はこの島にも 4つの
水道橋を進っていました。イン
チエンソ岬から 120メートル
離れたところに、ガヴィ と呼ば
れる無人島があります。この名
は、島の形がカモメ (ガッピア
ーノ )に似ているところからき
ています。
ザンノーネ島はチルチェオ国立
公圏内にある無人島で、申請を
すれば入島する事が可能です。
パルマローラ島は高い木々は少
ないのですが、ブドウの木が数
多く茂っています。
ヴェントテーネ島はこの諸島で
2番目に大きい島です。
サント ・ステファーノ島は周囲が

2キロの一番小さな島で、 1700年代には刑務所が造られ、 1965年まで使われてい
ました。
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